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【平成２１年度「授業力ブラッシュアッププラン」授業力向上研修会】

第２学年 数学科学習指導案

日時：平成２１年９月８日（火）

場所：花巻市立大迫中学校 ２年Ａ組教室

学級：２年Ａ組（男子１１名、女子１６名）

少人数指導普通コース

（男子４名、女子１３名）

指導者：髙橋 信昌

共同研究者：内藤 正之（南城中学校）

似内 美奈子（湯口中学校）

１ 単元名 １次関数

２ 単元について

（１）時代要請

平成２０年度学習定着度状況調査の結果概要については、全体の正答率は中１で５８％（昨

年度６３％ 、中２で５５％（昨年度５８％）と一昨年度と比較し下がっている。また、観点）

毎の正答率は次の通りである。

ア 中１では一昨年度と比較し 「数量、図形などについての知識・理解」は１４ポイント、

上回ったが 「数学的な見方や考え方」は１７ポイント 「数学的な表現・処理」は７ポ、 、

イント下回っている。

イ 中２では一昨年度と比較し 「数学的な表現・処理」は１ポイント上回ったが 「数学、 、

的な見方や考え方」は９ポイント 「数量、図形などについての知識・理解」は４ポイン、

ト下回っている。

中１の比例関係の根拠を説明する問題は３年連続して正答率( )に変化が見られなかった43%

り、中２の式を読み取ったり、式を解釈することが例年正答率が低いことが明らかになってい

る。そこで、ア、イの観点の結果からもわかるとおり、根拠を明確にした説明（表現）力をつ

けなければならないことが必要と考えられる。

新学習指導要領の目標が次のように示されている。

数学的な活動を通して、数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則につい

ての理解を深め、数学的な表現や処理の仕方を習得し、事象を数理的に考察し表現す

る能力を高めるとともに、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、それらを活用

して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。

私たちは「活用」を意識した授業を構想し進めていかなければならないが、数学科における

「活用」に関する学習活動とは次の通りである。

①物事を数・量・図形などに着目して観察し、的確にとらえられる活動

②与えられた情報を分類整理したり、必要な物を適切に選択したりする活動

③筋道を立てて考えたり、その考えの過程を振り返って説明したりする活動

④事象を数学的に解釈したり自分の考えを言葉、数、式、図、表、グラフなどを用いて、

数学的に表現したりする活動

定着率に落ち込みが目立つ③④の活動を伸ばすため、授業の中に「活用する」場面を意図的

に設定していくことが必要となると考える。
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（２）単元全体の教材観

新学習指導要領では、第２学年の関数領域の目標が次のように示されている。

具体的な事象を調べることを通して、一次関数について理解するとともに、関数

関係を見いだし表現し考察する能力を養う。

第１学年における比例、反比例の学習を通して育てた関数的な見方や考え方を、第２学年で

は一層深めることになる。すなわち、第１学年では比例、反比例について、表、式、グラフな

どを用い変化や対応などを調べることを通して、伴って変わる二つの数量の間に成り立つ一意

対応の関係として関数関係を見いだし表現し考察する能力を培っている。第２学年では、これ

らを基に、具体的な事象を調べることを通して、一次関数について理解できるようにする。さ

らに、二元一次方程式を二つの変数の間の関数関係としてとらえたり、関係を見いだし表現し

たりして、方程式で表されたいろいろな事象を考察することができるようにする。

さまざまな問題解決において、既知の事柄をつかって解決をはかろうとする態度を養うこと

が「関数」指導の意義である。様々な事象の中にある一次関数を見いだすことを通して、関数

は、自然現象や社会現象を能率的に記述し考察するために生まれてきたものであり、考察の対

象とする事象の中にある対応関係や依存、因果などの関係に着目して、それらの諸関係を的確

で簡潔な形で把握し表現することが有効であることに気づかせたい。

（３）生徒について

本校では２年生と３年生において少人数指導を実施している。編制は普通コースと基礎コー

スの習熟度別で、人数も均等ではない。

１次関数の導入において比例・反比例の復習を行ったが、比例の特徴を挙げさせると 「片、

方が増加すればもう一方も増加する という考えを持っている生徒が多く このことから 片。」 、 「

方が増加するともう一方が減少するのは反比例」という誤りも見られた。また、比例・反比例

の一般式は覚えているが、変数χ、ｙの積の値が一定である関係が反比例であることについて

は、忘れている生徒が多かった。

普通コースの生徒は意欲的に授業に取り組む姿勢は伺えるが、挙手や発言等積極性に欠ける

面が見られる。また、関数にはやや苦手意識をもっている生徒も見られるため、定着度に差が

見られるようになった。

（４）単元全体の指導観

小学校においては、関数的な関係を表、グラフなどによって考察したり、数量の関係を調べ

たりして、数量の関係の考察や処理に表やグラフなどを有効に用いたりすることを学習してき

た。中学校第２学年においては、第１学年における比例や反比例を基に、伴って変わる２つの

数量の間に成り立つ一意対応の関係として関数を理解し、表、式やグラフを通して１次関数に

ついて理解できるようにする。さらに、２元１次方程式ａχ＋ｂｙ＋ｃ＝０は２つの変数χ、

ｙの関係を表す式とみることができることから、方程式と関数が統合的に理解され、連立方程

式や２次関数の理解へと発展していく。

このように、１次関数は、１次式の範囲で頂点にたつ内容として位置づけられている。これ

までに、数は有理数にまで拡張され、文字を使っていろいろな量を表し、１次方程式、連立方

程式などを用いて問題解決を図ってきた。１次関数はこれらの学習を総合した内容をふくんで

いる。このことをふまえながら、１次式のまとめとなる本単元の学習をしっかりと定着させて

いきたい。
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３ 単元の目標

【数学への関心・意欲・態度】

１次関数に関心をもち，その特徴を表，式，グラフなどを使って調べようとする。

【数学的な見方や考え方】

１次関数の特徴を比例と関連づけて考察したり，２元１次方程式との関連を考えたりするこ

とができる。

【数学的な表現・処理】

１次関数のグラフをかいたり式を求めたりすることや，１次関数の式やグラフを適切に用い

て事象を表現したり処理したりすることができる。

【数量、図形などについての知識・理解】

関数や１次関数の意味，１次関数の式やグラフの特徴を理解することができる。

４ 単元の指導計画・評価計画

知識・理解時間 学習内容 関心・意欲・態度 見方や考え方 表現・処理

○具体的な事象のなかに ○具体的な事象のなかか ○具体的な事象の中にあ ○関数の意味や、関数を１ 関数

ある，ともなって変わる ら，関数関係にある２つ る２つの量の関数関係 考えることのよさを理解

２つの量に関心をもち， の量を見いだすことがで を 「～は…の関数であ している。，

式に表そうとしたり，対 きる。 る」といういい方で表現

応を考えたりしようとし することができる。

たりする。

○１次関数となる具体的 ○式の形から，１次関数 ○１次関数となる具体的 ○１次関数の意味を理解２ １次関数

な事象に関心をもち，式 と比例の関係や，１次関 な事象について，数量の している。

に表したり，式の特徴に 数と反比例のちがいを考 間の関係を式に表すこと ○式の形から，比例が１

ついて，１年の比例や反 察することができる。 ができる。 次関数の特別の場合であ

比例の式と比べるなどし ることや，反比例は１次

て調べようとしたりす 関数ではないこと理解し

る。 ている。

x y ax b３ １次関数の ○１次関数の値の変化に ○ の値の変化がいろい ○１次関数の変化の割合 ○１次関数 ＝ ＋

関心をもち， の値の変 ろな場合について，変化 を求めることができる。 の変化の割合は，一定の値の変化 x

化がいろいろな場合につ の割合を調べ，１次関数 ○変化の割合と の増加 値 であることを理解しx a

いて，変化の割合を調べ の変化の割合は一定であ 量から の増加量を求め ている。y

ようとする。 ることに気づく。 ることができる。 ○ の増加量は の増加y x

a○変化の割合が示してい 量に比例することや，

る具体的な数量を考える は が１だけ増加したとx

ことができる。 き の増加量であることy

を理解している。

○反比例では，変化の割

合は一定ではないことを

知る。
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○１次関数のグラフに関 ○１次関数のグラフと比 ○１次関数のグラフを点 ○切片や傾きの意味を理４ １次関数の

心をもち，そのグラフを 例のグラフとを比較し， をプロットしてかき，比 解している。５ グラフ

かいてみようとする。 １次関数の特徴を考察す 例のグラフとの関係を調 ○１次関数のグラフの特６

○１次関数の特徴を，グ ることができる。 べることができる。 徴を理解している。７

ラフからよみとろうとす ○ ＝ ＋ の や ○切片や傾きを使って， ○直線の式の意味を理解y ax b a b

る。 の意味とグラフの特徴を １次関数のグラフをかく している。

関連づけて考察すること ことができる。 ○１次関数の変域をグラ

ができる。 ○１次関数のグラフか フをもとにして調べる方

ら，１次関数を求めるこ 法を理解している。

とができる。

○１次関数のグラフを用

いて， の変域に対応すx

る の変域を求めることy

ができる。

○１次関数の式が決定す ○１次関数の求め方につ ○いろいろな条件をみた ○条件をみたす１次関数８ １次関数を

るための条件を考えよう いて，計算による求め方 す１次関数を求めたり， を求める手順を理解して求めること

とする。 とグラフによる求め方を その手順を説明したりす いる。

関連づけて考察すること ることができる。

ができる。

９ 基本の問題

○２元１次方程式で， ○２元１次方程式を２つ ○２元１次方程式を， ○２元１次方程式のグラ10 ２元１次方 x y

に対応する の値を求 の変数の関数関係ととら ＝ ＋ の形になおし フの意味や，それが１次11 程式のグラ y ax b

め，２元１次方程式のグ えることができる。 て，傾きと切片をもとに 関数のグラフとなることフ

ラフがどのようになるか ○２元１次方程式のグラ してそのグラフをかくこ を理解している。

を調べてみようとする。 フを，その２元１次方程 とができる。 ○ ＝ のグラフが 軸y k x

○ ＋ ＋ ＝０で， 式の解の集合であると見 ○２元１次方程式のグラ に平行な直線になることax by c a

や が０のときのグラフ ることができる。 フを，通る２点の座標を を理解している。b

について調べてみようと ○ ＋ ＋ ＝０で， 求めてかくことができax by c a

する。 や が０のときのグラフ る。b

について考察することが ○ ＝ のグラフをかくy k

できる。 ことができる。

○連立方程式の解がグラ ○２つの２元１次方程式 ○グラフを利用して連立 ○連立方程式の解が，２12 連立方程式

フを利用して求められる のグラフの交点の座標 方程式を解くことができ つの２元１次方程式のグとグラフ

ことに関心をもち，連立 を，連立方程式の解と見 る。 ラフの交点の座標である

方程式の解をグラフをか ることができる。 ○連立方程式を解いて， ことを理解している。

いて求めようとする。 グラフの交点の座標を求 ○連立方程式を解いて，

めることができる。 グラフの交点の座標が求

められることを理解して

いる。
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○身のまわりの問題を， ○実験で得られた数値の ○具体的な問題を，１次 ○身のまわりの事象を，13 １次関数の

１次関数やそのグラフを 関係を，１次関数と見て 関数やそのグラフを利用 それを１次関数とみて問14 利用

利用して解決しようとす 考察することができる。 して解決することができ 題を解決することができ（本時 ）2/2

る。 る。 ることを理解している。○図形の辺上を動く点が

○１次関数のグラフを利つくる図形の面積の変化

用して問題解決することのようすをとらえること

を通して，グラフのよさができる。

○１次関数のグラフから を理解している。

具体的な場面をよみとっ

たり，そのグラフを利用

して問題を解決したりし

て，グラフのよさに気づ

く。

基本の問題15

章の問題16

５ 本時の指導

（１）主題 図形と１次関数

（２）指導の構想

１次関数指導の最終的な目標は、具体的な事象のなかから１次関数を見いだし、その関数関

係を利用して問題解決をはかっていくことである。教科書においてはグラフの有効利用場面と

してダイヤグラムも取り上げているが、他領域においても関数の考えが利用できることを考察

するのが本時である。点Ｐが長方形の辺を動く距離に伴い三角形の面積が変化していくことに

ついては容易にとらえられると思われるが、その関係を一つの式に表そうとすると容易にはで

。 、きないことに気づく 変域によってその関係が変化していく事象については本時が最初であり

場面によって３つの式が生まれてくることに戸惑うことも予想される。そのようなこともふま

えながら、本単元のまとめとなる本時で１次関数の特徴を深めていきたい。

（３）本時のねらい

【数学的な見方や考え方】

・具体的な事象を、１次関数を用いてとらえ、表、式、グラフなどと具体的な事象とを関連

づけて、その特徴を考察することができる。

（４）評価規準

具体の評価規準 努力を要する生徒への手

評 価 規 準 十分に満足できる(Ａ) おおむね満足できる(Ｂ) 立て(Ｃ)

変域によって関係が変 変域によって関係が変 変域によって関係が変具体的な事象を、１

わる関数について、その わる関数について、その わる関数であることを確次関数を用いてとらえ、

式やグラフを考えること 特徴をとらえることがで 認する。表、式、グラフなどと具

ができる。 きる。体的な事象とを関連づけ

て、その特徴を考察する

ことができる。
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（５）本時の展開

段階 学習内容及び学習活動 ・指導上の留意点・◎評価

１．問題提示。 ・添付用問題用紙配布

長方形ＡＢＣＤで、点ＰはＡを出発して、

導 辺上をＢ，Ｃを通ってＤまで動く。

cm APD点ＰがＡからχ 動いたときの△

の面積をｙ とする。cm
2

入 ２．点Ｐが１ 毎に移動した△ＡＰＤを作図する。 ・プリント配布(資料 )cm 1

・プレゼンで点の動きを確認

３．０≦χ≦ における１ ごとの対応表をつくる。 ・ノートに記入10 cm

４．学習課題の設定 ・ノートに記入10

分

△ＡＰＤの面積について、ｙをχの式で表してみよう。

５．ｙをχの式で表す。 ・様々な考えを根拠を加えな

・図の状況で式をつくる （ｙ＝２χ） がら発表させる。。

・１つの式で表せないでいる。

６．表した式と対応表で適合させる。

展 ・χ≧３のときｙ＝２χでは面積を出せない。

・一つの式で表せない。

７．対応表を参考にグラフ上に点をとる、 ・添付用問題用紙配布(資料 )2

・線では結ばない

開 ８．対応表やグラフから変域によって式が変わることを理解

する。 ・様々な考えを根拠を加えな

・対応表で３≦χ≦７のとき面積が一定なので、 がら発表させる。

式はｙ＝２χとはならない （ｙ＝６）。

・グラフから一つの直線ではないので、式を一つに表せ

ない。

・３つの変域で考えなければならない。 ・プレゼンで確認

９．３≦χ≦７，７≦χ≦ のときｙをχの式で表す。 ・添付用問題用紙配布(資料 )10 3

・対応表から求める。 ・７≦χ≦ で ( ｰχ)10 DP= 10

・グラフから求める。 であることはおさえる。

・図形から求める。35

分 ．グラフを線で結ぶ。10

◎具体的な事象を、１次関数を用いて終 ．本時のまとめ11

とらえ、表、式、グラフなどと具体的結 ・変域によってその関係が変わる関数については、場合

な事象とを関連づけて、その特徴を考５ 分けをして式やグラフに表す。

察することができる。分

CC

B C

DA

P

４cm

３cm

ｙcm ２

χcm


